
理
事
会
開
催
の
４
月
13
日
、

午
前
５
時
半
。
普
段
聞
き
な
れ

な
い
携
帯
電
話
の
け
た
た
ま
し
い

ア
ラ
ー
ム
音
、
「
目
覚
ま
し
の

時
間
設
定
を
間
違
え
た
？
」
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
遥
か

遠
く
か
ら
近
寄
っ
て
く
る
地
鳴

り
と
遅
れ
て
到
達
し
た
揺
れ
に
、

南
海
地
震
の
発
生
か
と
思
い
目
を

覚
ま
さ
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
か
ら
の
情
報
で
は
、

近
畿
地
方
を
中
心
と
し
た
地
震
で

時
間
が
た
つ
ほ
ど
に
理
事
会
を
予

定
し
て
い
た
阪
神
間
の
震
度
発
表

が
密
に
な
っ
て
き
ま
す
。

幸
い
に
も
地
震
の
中
心
は
淡

路
島
中
部
、
周
辺
地
域
に
は
危

険
を
予
感
さ
せ
る
よ
う
な
大
き
な

被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
よ
う
で

一
安
心
で
は
有
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
阪
神
間
の
交
通

状
況
の
混
乱
は
予
想
さ
れ
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
早
め
に
JR
の
駅
に

出
向
い
て
み
る
と
京
阪
神
向
け
の

JR
在
来
線
は
全
面
運
休
・
・
・
で

も
、
時
間
が
経
過
す
れ
ば
通
常

運
転
に
戻
る
こ
と
を
期
待
し
な
が

ら
、
会
場
に
自
動
車
で
向
か
っ

た
次
第
で
す
。

道
路
は
思
っ
た
ほ
ど
の
混
乱

も
な
く
順
調
に
動
い
て
お
り
少
し

早
め
に
会
場
に
付
く
と
既
に
会
場

手
配
を
お
願
い
し
て
い
た
宮
田
副

会
長
様
が
お
待
ち
で
、
参
加
予

定
者
の
皆
さ
ん
の
足
を
心
配
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

会
場
前
の
JR
芦
屋
駅
に
出
向

か
っ
て
み
る
と
、
10
時
半
か
ら

運
行
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
。
阪

急
等
の
私
鉄
も
既
に
運
行
を
開
始

さ
れ
て
い
る
状
況
と
の
こ
と
・
・
・

や
が
て
、
参
加
予
定
者
各
位

か
ら
近
隣
ま
で
来
て
い
る
旨
の
連

絡
が
入
り
、
11
時
半
に
は
大
方

の
方
が
交
通
状
態
混
乱
の
中
会
場

に
到
着
さ
れ
、
理
事
会
開
催
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

大
変
に
、
交
通
状
況
が
混
乱
・

混
雑
を
す
る
中
、
参
加
予
定
者

15
名
の
皆
様
が
全
員
ご
参
集
頂
き

ま
し
た
。

各
理
事
様
の
ご
熱
誠
に
は
心

よ
り
感
謝
敬
服
申
し
上
げ
ま
す
。

第２号 全國山名氏一族会報 平成２５年５月５日

1

全國

山名氏一族会

667-1311

兵庫県美方郡

香美町村岡区

村岡2365

山
名
一
族
会
報

去
る
４
月
13
日
、
宮
田
靖
國
副
会
長
の
お
世
話
で
、
芦

屋
市
・
ホ
テ
ル
竹
園
を
会
場
と
し
、
平
成
25
年
度
の
理
事

会
を
開
催
し
、
本
年
度
の
活
動
諸
課
題
に
付
き
、
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

宮
田
氏
（
氏
清
公
直
系
）

本
貫
・
丹
波
國
宮
田
荘

（
現
・
篠
山
市
西
紀
町
宮

田
）
。
宮
田
家
の
濫
觴
を
訪
ね
れ
ば
、
そ
れ
は
、
「
明
徳

記
」
に
あ
る
。
他
の
軍
記
物
と
異
な
り
、
奥
書
に
著
者
は
、

内
野
の
戦
い
の
わ
ず
か
４
年
後
、
応
永
三
年
五
月
に
上
梓
し

た
、
と
書
き
記
し
て
い
る
。
そ
の
明
徳
記
に
曰
く
、
［
山
名

陸
奥
守
、
子
息
宮
田
左
馬
助
時
清
、
次
男
七
郎
満
氏
に
向
て

宣
け
る
は
、
云
々
］
と
。
又
、
［
応
永
記
］
に
は
、
「
去
程

に
山
名
陸
奥
守
の
嫡
子
宮
田
も
其
の
時
を
得
た
り
と
、

云
々
」
と
あ
り
、
宮
田
時
清
が
山
名
氏
清
の
嫡
男
で
あ
る
こ

と
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
［
新
続
古
今
集
］
巻
十
に
あ
る
、

源
時
清
の
和
歌
「
こ
え
く
ら
す
山
わ
け
衣
さ
ら
で
だ
に

ほ

さ
ぬ
袂
に
ふ
る
時
雨
か
な
」
は
応
永
の
乱
後
か
も
し
れ
な
い

が
、
明
徳
の
乱
後
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。

さ
て
、
何
故
、
山
名
氏
清
の
嫡
子
が
宮
田
な
の
か
。
そ
れ

は
、
「
大
日
本
史
料
」
に
よ
れ
ば
、
「
近
衛
家
文
書
」
の
中

に
、
四
代
将
軍
義
持
が
山
名
調
心
に
丹
波
国
宮
田
荘
を
宛

行
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
。
曰
く
、

｛
（
義
持
）
在
御
判
、

丹
波
国
宮
田
庄
事
、
為
大
和
国
宇
陀
郡
之
替
、
且
所
宛

行
山
名
左
近
大
夫
将
監
入
道
調
心
也
。
然
者
早
守
先

例
、
可
致
其
沙
汰
之
状
如
件
、

応
永
十
六
年
九
月
五
日
」
｝

故
に
、
看
聞
御
記
｛
伏
見
宮
貞
成
親
王
（
後
崇
光
院
）
の

日
記
｝
の
応
永
二
十
八
年
四
月
三
十
日
の
条
に
あ
る
、
［

聞
、
山
名
宮
田
今
日
死
」
と
あ
る
の
は
、
宮
田
左
近
大
夫
将

監
時
清
の
事
だ
と
考
え
ま
す
。

山
名
義
範
―
義
行
―
重
國
―
重
村
―
義
長
―
義
俊
―
政
氏
─
┐

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

└
時
氏
─
氏
清
─
宮
田
時
清
（
左
近
大
夫
将
監
）
─
時
廣
─
教
村
┐

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

└
豊
盛
─
豊
武
─
豊
時
─
豊
幸
─
豊
清
─
豊
頼
─
豊
氏
─
豊
興
─
┐

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

└
豊
房
─
豊
芳
─
豊
明
─
豊
高
─
豊
慶
─
豊
光
─
豊
健
─
慶
太
郎
┐

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

└
健
資
─
靖
國
（
清
和
天
皇
三
十
八
代
の
後
裔
）

４／13の地震情報

理事会休憩での一コマ

宮田氏定紋



日
程

＊
出
席
15
名
（
委
任
６
名
）

（
午
前
11
時
半
～
15
時
過
）

①
開
会
ご
挨
拶
（
副
総
裁
）

②
議
長
の
選
任
（
理
事
長
）

③
報
告
事
項
・
議
事

④
閉
会
の
言
葉

⑤
委
嘱
状
の
伝
達
（
副
総
裁
）

報
告
事
項
・
議
事

１
、
会
員
の
登
録
状
況
報
告

＊
会
員
数
が
36
家
に
到
達
。

＊
Ｈ
25
年
度
は
会
員
数
50
家
以

上
を
目
指
し
活
動
を
展
開
す

る
。

２
、
会
計
状
況
の
報
告

＊
Ｈ
24
年
総
会
で
の
残
金
￥
８

０
，
４
３
０
円
は
通
常
会
計

へ
繰
入
。

＊
Ｈ
24
年
総
会
で
の
残
金
と
入

会
金
・
年
会
費
納
入
で
、
Ｈ

25
／
３
末
で
35
万
程
度
の
金

額
。

＊
山
名
会
会
則
で
は
会
計
期
間

を
定
め
て
居
な
い
が
、
当
面
、

総
会
～
次
回
総
会
間
で
会
計

を
処
理
し
て
行
き
た
い
。

３
、
山
名
会
会
章
作
成
の
件

＊
本
体
（
3.8
万
円
）
＋
固
定
費

+

送
料
（
３
万
円
）
→
７
万

円
弱
の
見
積
も
り

＊
15
ミ
リ
サ
イ
ズ
で
、
立
体
の

形
（
控
え
目
な
彩
色
・
「
い

ぶ
し
銀
主
体
」
）
を
選
択
。

→
メ
ー
カ
ー
と
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
デ
ザ
イ
ン
上
の
制
約

（
中
央
桐
紋
彩
色
）
に
よ
り

「
い
ぶ
し
銀
主
体
」
加
工
は

難
し
い
・
・
・
彩
色
し
た
タ

イ
プ
を
サ
ン
プ
ル
作
成
依
頼
。

４
、
山
名
会
機
関
誌
発
行
の
件

＊
総
会
配
布
を
目
処
に
機
関
誌

を
発
行
。

＊
２
０
０
部
、
12
万
弱
の
経
費
。

＊
歴
史
専
門
的
内
容
、
山
名
会

へ
の
期
待
、
各
山
名
家
の
言

伝
え
伝
承
・
・
・
個
人
的
な

雑
感
ま
で
幅
広
く
、
自
由
に

寄
稿
頂
き
た
い
。

＊
８
月
末
締
め
切
り
。

＊
会
員
配
布
以
外
に
山
名
縁
故

地
の
図
書
館
等
寄
贈
を
行
う
。

＊
山
名
年
浩
会
長
監
修
の
「
源

氏
諸
流
系
図
」
等
も
掲
載
し
、

出
来
れ
ば
一
枚
も
の
別
刷
り

付
録
も
考
え
る
。

５
、
常
任
理
事
の
選
任

＊
役
員
推
薦
「
草
山

宏
」
理

事
（
関
東
地
区
）
の
承
認
。

＊
山
名
副
総
裁
よ
り
、
「
山
名

大
介
氏
」
（
中
部
地
区
）
・

「
山
名
靖
英
氏
」
（
関
西
地

区
）
の
推
薦
有
り
。
草
山
氏

含
め
常
任
理
事
３
名
の
体
制

で
臨
む
。

６
、
Ｈ
25
年
度
総
会
に
つ
い
て

＊
開
催
時
期
：
平
成
25
年
10
月
12

～
13
日
（
１
泊
２
日
）
実
施

＊
開
催
場
所
：
但
馬
方
面
、
出
石
・

竹
田
を
中
心
に

＊
開
催
テ
ー
マ
：
「
山
名
氏
の

本
拠
地
・
但
馬
を
巡
る
」
（
仮
）

＊
参
加
会
費
：
３
万
円

＊
コ
ー
ス
案
：
３
ペ
ー
ジ
表
参

照
＊
宿
泊
・
総
会
会
場
：
出
石
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

＊
案
内
発
送
：
Ｈ
25
年
７
月
頃
、

締
切
９
月
中
旬
。

＊
歴
史
講
演
：
山
名
特
別
展

「
The

山
名
」
企
画
学
芸
員

（
鳥
取
歴
史
博
物
館
学
芸
員

に
依
頼
）

＊
開
催
地
（
豊
岡
・
朝
来
）
市

長
及
び
、
史
跡
保
存
会
関
係

団
体
に
来
賓
招
待
を
ご
案
内

す
る
。

＊
２
日
目
竹
田
城
で
は
、
「
慰

霊
法
要
参
加
」
・
「
竹
田
城

登
城
」
の
選
択
が
出
来
る
よ

う
に
計
画

＊
「
歴
史
講
演
」
へ
の
一
般
参

加
受
入
、
「
慰
霊
法
要
」
は

赤
松
氏
と
共
同
開
催
呼
び
か

け
。

そ
の
他
、
意
見
交
換

①
山
名
氏
関
係
の
文
庫
設
立

（
山
名
会
長
ご
発
案
）

＊
山
名
会
各
家
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
山
名
・
日
本
中
世
史
関

係
の
蔵
書
を
ご
寄
贈
頂
き
、

山
名
史
料
館
内
に
「
山
名
文

庫
」
（
仮
）
を
作
っ
て
は
？

＊
山
名
関
連
図
書
の
大
半
が
閲

覧
で
き
る
「
山
名
文
庫
」
と

な
れ
ば
、
今
後
の
山
名
研
究

の
助
け
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

②
会
員
数
拡
大
の
方
策

＊
先
ず
は
、
事
務
局
と
共
に
事

業
準
備
を
手
伝
っ
て
貰
え
る

人
員
確
保
が
急
務
。
事
務
局

で
は
地
元
但
馬
で
の
会
員
数

増
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

③
「
山
名
家
譜
」
の
公
開
。

＊
山
名
氏
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

刷
新
・
理
解
増
進
の
た
め
、

宮
田
先
生
の
ご
労
作
「
山
名

家
譜
」
の
内
容
を
山
名
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
掲
載
さ
せ
て

頂
き
た
い
。

＊
山
名
副
総
裁
か
ら
許
可
を
頂

く
。

＊
今
後
、
順
次
掲
載
を
進
め
る
。

④
但
馬
山
名
後
裔
の
方
の

相
談
役
就
任
要
請
。

＊
但
馬
山
名
直
系
の
流
れ
を
受

け
継
ぐ
方
々
（
静
岡
・
東
京
）

に
山
名
会
相
談
役
と
し
て
参

画
し
て
頂
く
よ
う
、
理
事
会

の
総
意
を
以
て
お
願
い
を
す

る
。

⑤
会
員
名
簿
等
に
つ
い
て

＊
現
在
の
登
録
会
員
を
掲
載
し

た
会
員
名
簿
を
会
員
に
配
布

す
る
。

＊
元
会
員
（
旧
山
名
会
）
及
び
、

会
員
候
補
（
連
絡
希
望
者
）

の
名
簿
を
常
任
理
事
（
関
東
・

中
部
・
関
西
）
に
託
し
、
会

員
登
録
の
働
き
掛
け
の
ご
協

力
を
願
う
。
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平
成
25
年
度
の
総
会
の
概
要

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
山
名
の
本
貫
但

馬
を
巡
る
」
（
仮
）
と
題
し
て
、

最
盛
期
の
山
名
氏
が
本
拠
を
据

え
た
出
石
、
そ
し
て
山
名
氏
・

赤
松
氏
の
間
で
運
命
を
流
転
し

た
竹
田
城
周
辺
を
主
会
場
と
し

て
巡
る
計
画
を
作
成
中
で
す
。

具
体
的
に
は
後
日
、
会
員
各

位
へ
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す

が
、
概
要
は
左
記
の
如
く
で
す
。

期
日
・
Ｈ
25
年
10
月
12
～
13
日

会
場
・
但
馬
出
石
・
竹
田
周
辺

宿
舎
・
出
石
グ
ラ
ン
ド
Ｈ

会
費
・
１
名
、
３
万
円

ま
た
、
総
会
中
の
歴
史
講
演

は
「
特
別
展
企
画
か
ら
見
た
山

名
観
」
（
仮
題
）
と
言
っ
た
趣

旨
で
、
昨
年
７
月
鳥
取
歴
史
博

物
館
で
「
山
名
氏
特
別
展
」
を

企
画
担
当
さ
れ
た
、
学
芸
員
の

石
井
氏
に
、
資
料
収
集
の
過
程

か
ら
垣
間
見
え
た
山
名
像
を
率

直
に
語
っ
て
頂
こ
う
と
考
え
て

居
り
ま
す
。

最
近
、
八
重
の
桜
効
果
で
、

川
崎
尚
之
助
（
八
重
の
最
初
の

夫
）
の
生
誕
の
地
「
出
石
」
、

竹
田
城
も
「
天
空
の
城
」
と
脚

光
を
浴
び
て
居
り
ま
す
。
出
石

で
は
宗
鏡
寺
（
氏
清
公
開
基
・

沢
庵
寺
）
及
び
、
尚
之
助
縁
の

願
成
寺
を
訪
れ
、
２
日
目
の
竹

田
城
で
は
、
「
山
名
・
赤
松
両

陣
供
養
法
要
」
又
は
「
竹
田
城

登
城
」
を
選
択
で
き
る
よ
う
な

日
程
を
考
え
て
居
り
ま
す
。

ど
う
か
、
会
員
の
皆
々
様
に

は
、
秋
10
月
の
「
全
國
山
名
氏

一
族
会
総
会
」
に
日
程
を
合
わ

せ
て
頂
き
、
ご
参
加
お
願
い
致

し
ま
す
。

尚
、
総
会
行
事
の
中
で
、

＊
歴
史
講
演

＊
山
名
・
赤
松
両
陣
供
養
法
要

に
付
き
ま
し
て
は
、
山
名
会

の
存
在
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て

頂
く
こ
と
を
念
頭
に
、
「
一
般

参
加
」
や
「
赤
松
関
係
者
」
へ

の
ご
案
内
を
考
え
て
居
り
ま
す
。

そ
の
旨
ど
う
か
ご
理
解
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
宿
舎
に
予
定
し
て
お
り

ま
す
出
石
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
は
、
ツ
イ
ン
中
心
の
間

取
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
連
れ
ご
同
伴
を

願
え
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
）
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Ｈ
25
総
会
は
但
馬
で

出石・「辰鼓楼」周辺

竹田城天守跡からの眺め

総会宿泊「出石グランドＨ」

Ｈ２５年度総会日程（案）

竹田城の山名赤松供養塔




